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２０１３
（平成２5 年）

今
月
の
注
目
記
事

◆
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
、

　

電
動
生
ご
み
処
理
機
・
簡
易
コ
ン
ポ
ス
ト
購
入
助
成
に
つ
い
て
（
Ｐ
４
）　

◆
平
成
25
年
度 

狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施
に
つ
い
て
（
Ｐ
5
）

◆
平
成
25
年
度
納
税
カ
レ
ン
ダ
ー
（
Ｐ
７
）

◆
住
宅
支
援
制
度
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
（
Ｐ
12
）

みんな笑顔のママさん交流会

　４月１2 日（金）にママさん交流会が中央公

民館で行われました。

　月に一度の交流会で、ママさんは子育て情報

の交換や相談、子ども達は元気に遊んだりと、

とても楽しいひと時を過ごしていました。

  
【主な目次】
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人
事
異
動

（
４
月
１
日
付
）

◎
余
市
町
発
令　
　

　

※
（　

）
は
前
職

総　

務　

部

▼
総
務
部
長　

佐
々
木
隆
（
民
生
部

町
民
福
祉
課
長
）
▼
（
兼
）
行
政
改

革
推
進
課
長　

盛
昭
史
（
企
画
政
策

課
長
（
兼
）
町
史
編
纂
室
長
）
▼
税

務
課
長　

秋
元
直
人
（
税
務
課
主

幹
）
▼
総
務
課
主
幹
（
兼
）
行
政
係

長　

増
田
豊
実
（
総
務
課
総
務
係

長
）
▼
企
画
政
策
課
主
幹　

笹
山
浩

一
（
経
済
部
農
林
水
産
課
農
政
振
興

係
長
）
▼
税
務
課
主
幹　

中
島　

豊

（
建
設
水
道
部
下
水
道
課
業
務
係
長

（
兼
）
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
業
務

係
長
）
▼
総
務
課
総
務
係
長　

中
島

紀
孝
（
総
務
課
人
事
厚
生
係
主
査
）

▼
総
務
課
人
事
厚
生
係
長　

古
山
知

子
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
校

教
育
係
主
査
）
▼
企
画
政
策
課
広
報

広
聴
係
長　

紺
谷
友
之
（
税
務
課
課

税
係
長
）
▼
税
務
課
課
税
係
長　

大

森
直
也
（
税
務
課
課
税
係
主
査
）
▼

税
務
課
課
税
係
主
査　

住
吉
孝
之

（
民
生
部
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険

係
主
査
）

民　

生　

部

▼
民
生
部
長　

澤
谷
栄
治
（
総
務
部

税
務
課
長
）
▼
町
民
福
祉
課
長　

細

山
俊
樹
（
経
済
部
農
林
水
産
課
主

幹
）
▼
（
兼
）
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
長　

永
井
克
憲
（
高
齢
者
福
祉
課

長
）
▼
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
館
長
の

兼
務
を
解
く　

小
俣
芳
則
（
保
健
課

長
（
兼
）
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
館

長
）
▼
環
境
対
策
課
長
（
兼
）
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長　

前
坂
伸
也

（
議
会
事
務
局
事
務
局
次
長
（
兼
）

庶
務
係
長
）
▼
町
民
福
祉
課
福
祉
セ

ン
タ
ー
館
長
（
兼
）
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
舟
分
館
長　

春
木
祐
二
（
経
済
部

農
林
水
産
課
水
産
林
務
係
長
）
▼
高

齢
者
福
祉
課
主
幹
（
兼
）
介
護
認
定

係
長　

坂
本
満
彦
（
保
健
課
主
幹
）

▼
保
健
課
主
幹
（
兼
）
事
務
係
長　

西
本
さ
つ
き
（
総
務
部
総
務
課
人
事

厚
生
係
長
）
▼
保
健
課
主
任
技
師

（
兼
）
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
館
長

（
兼
）
保
健
指
導
係
長　

芹
川
か
お

り
（
保
健
課
保
健
指
導
係
長
）
▼
環

境
衛
生
係
長
の
兼
務
を
解
く　

尾

崎
全
平
（
環
境
対
策
課
主
任
技
師

（
兼
）
環
境
衛
生
係
長
）
▼
町
民
福

祉
課
戸
籍
住
民
係
長　

石
川
智
子

（
町
民
福
祉
課
戸
籍
住
民
係
主
査
）

▼
町
民
福
祉
課
民
生
年
金
係
長　

古

山
尚
志
（
町
民
福
祉
課
民
生
係
長
）

▼
環
境
対
策
課
廃
棄
物
対
策
係
長　

広
瀬
伸
幸
（
経
済
部
商
工
観
光
課
観

光
振
興
係
長
（
兼
）
余
市
宇
宙
記
念

館
業
務
係
長
）
▼
環
境
対
策
課
環
境

衛
生
係
長　

新
谷　

裕
（
環
境
対
策

課
環
境
衛
生
係
主
査
）
▼
町
民
福
祉

課
民
生
年
金
係
主
査　

原
田
孝
嗣

（
町
民
福
祉
課
民
生
係
主
査
）
▼
町

民
福
祉
課
民
生
年
金
係
主
査　

佐
藤

健
志
（
町
民
福
祉
課
民
生
係
主
査
）

▼
町
民
福
祉
課
民
生
係
主
査
の
兼
務

を
解
く　

干
場
早
紀
子
（
保
健
課
保

健
指
導
係
主
査
（
兼
）
町
民
福
祉
課

民
生
係
主
査
）
▼
町
民
福
祉
課
民
生

年
金
係
主
事　

植
木
将
太
（
町
民
福

祉
課
国
民
年
金
係
主
事
）
▼
町
民
福

祉
課
民
生
年
金
係
主
事　

田
中
ひ
か

り
（
町
民
福
祉
課
民
生
係
主
事
補
）

▼
（
兼
）
介
護
保
険
係
主
事　

中
山

達
郎
（
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉

係
主
事
）

経　

済　

部

▼
経
済
部
長　

飯
野
徹
郎
（
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
長
）
▼
商
工
観
光

課
長　

小
林
英
二
（
総
務
部
行
政
改

革
推
進
課
長
）
▼
農
林
水
産
課
主
幹

　

奈
良　

論
（
建
設
水
道
部
水
道
課

業
務
係
長
）
▼
農
林
水
産
課
加
工
排

水
処
理
施
設
場
長
（
兼
）
加
工
処
理

指
導
係
長　

西
谷
内
孝
（
北
後
志
衛

生
施
設
組
合
（
兼
）
衛
生
セ
ン
タ
ー

施
設
係
長
）
▼
商
工
観
光
課
主
幹

（
兼
）
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長

（
兼
）
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
業
務
係

長　

阿
部
弘
亨
（
建
設
水
道
部
建
設

課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
ま
ち
づ
く
り

調
整
係
長
）
▼
農
林
水
産
課
農
政
振

興
係
長　

水
野
貴
司
（
農
林
水
産
課

農
政
振
興
係
主
査
）
▼
農
林
水
産
課

水
産
林
務
係
長　

清
水
光
弘
（
商
工

観
光
課
商
工
労
政
係
長
）
▼
商
工
観

光
課
商
工
労
政
係
長　

照
井
芳
明

（
総
務
部
総
務
課
行
政
係
長
）
▼
商

工
観
光
課
観
光
振
興
係
長
（
兼
）
余

市
宇
宙
記
念
館
業
務
係
長　

樋
口
正

人
（
商
工
観
光
課
付
）
▼
農
林
水
産

課
水
産
林
務
係
主
任
の
兼
務
を
解
く

　

能
代
賢
治
（
建
設
水
道
部
建
設
課

道
路
維
持
係
主
任
（
兼
）
農
林
水
産

課
水
産
林
務
係
主
任
）

建
設
水
道
部

▼
建
設
水
道
部
長　

柳
田
義
孝
（
民

生
部
環
境
対
策
課
長
）
▼
建
設
課
長

　

亀
尾
次
雄
（
下
水
道
課
主
任
技
師

（
兼
）
建
設
係
長
）
▼
ま
ち
づ
く
り

計
画
課
長
（
兼
）
高
速
道
路
推
進
室

長　

滝
上
晃
一
（
建
設
課
長
（
兼
）

高
速
道
路
推
進
室
長
）
▼
下
水
道
課

長　

澤
辺
成
徳
（
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
長
）
▼
建
設
課
主
幹
（
兼
）

事
務
係
長　

吉
田
悦
子
（
民
生
部
保

健
課
事
務
係
長
）
▼
（
兼
）
円
山
公

園
ふ
れ
あ
い
交
流
施
設
館
長　

津
嘉

田　

収
（
建
設
水
道
部
建
設
課
主

幹
）
▼
ま
ち
づ
く
り
計
画
課
主
任
技

師
（
兼
）
建
築
係
長　

芳
川
文
俊

（
建
設
課
主
任
技
師
（
兼
）
建
築
係

長
）
▼
ま
ち
づ
く
り
計
画
課
主
任
技

師
（
兼
）
高
速
道
路
推
進
室
推
進
係

長　

千
葉
雅
樹
（
建
設
課
ま
ち
づ
く

り
推
進
室
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
長
）

▼
下
水
道
課
主
幹
（
兼
）
業
務
係
長

（
兼
）
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
業
務

係
長　

木
村
律
子
（
民
生
部
町
民
福

祉
課
国
民
年
金
係
長
）
▼
下
水
道
課

主
任
技
師
（
兼
）
建
設
係
長　

中
村

利
美
（
建
設
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

長
）
▼
ま
ち
づ
く
り
計
画
課
公
営
住

宅
係
長　

北
島
貴
光
（
建
設
課
公
営

住
宅
係
長
）
▼
ま
ち
づ
く
り
計
画
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
係
長　

小
林　

武

（
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係
主
査
）

▼
ま
ち
づ
く
り
計
画
課
建
築
係
主
査

　

二
木
二
郎
（
建
設
課
建
築
係
主

査
）
▼
ま
ち
づ
く
り
計
画
課
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
主
査　

松
尾
智
幸
（
総

務
部
行
政
改
革
推
進
課
行
政
改
革
推

進
係
主
査
（
兼
）
財
政
課
契
約
管
財

係
主
査
）
▼
ま
ち
づ
く
り
計
画
課
公

営
住
宅
係
主
事　

松
本
祐
也
（
建
設

課
公
営
住
宅
係
主
事
（
兼
）
事
務
係

主
事
）
▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
ま
ち

づ
く
り
調
整
係
主
事
補
の
兼
務
を
解

く　

竹
内
一
真
（
建
設
課
管
理
係
主

事
補
（
兼
）
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
ま

ち
づ
く
り
調
整
係
主
事
補
）
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会　

計　

課

▼
会
計
管
理
者
（
併
）
会
計
課
長　

岩
戸
宏
平
（
経
済
部
商
工
観
光
課
長

（
兼
）
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長

（
兼
）
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
業
務
係

長
）

【
余
市
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派

遣
】

▼
加
藤　

明
（
民
生
部
町
民
福
祉
課

主
幹
）

【
北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処
理
広
域
連

合
へ
派
遣
】

▼
大
澤
秀
人
（
総
務
部
総
務
課
付
）

【
新
規
採
用
職
員
】

▼
民
生
部
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福

祉
係
主
任
（
兼
）
介
護
認
定
係
主
任

　

佐
藤
隆
広
▼
経
済
部
農
林
水
産
課

水
産
林
務
係
主
事　

芳
賀
昌
史
▼
建

設
水
道
部
水
道
課
業
務
係
主
事　

永

井
嘉
一
▼
総
務
部
総
務
課
人
事
厚
生

係
主
事　

栗
田
一
平
▼
民
生
部
町
民

福
祉
課
戸
籍
住
民
係
主
事　

小
玉
瑶

子
▼
民
生
部
町
民
福
祉
課
民
生
年
金

係
主
事　

大
石
萌
美
▼
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
主
事　

細

川
雄
哉
▼
総
務
部
企
画
政
策
課
広
報

広
聴
係
主
事　

白
鳥
雄
太
▼
総
務
部

財
政
課
契
約
管
財
係
主
事　

渡
邊
隆

寛
▼
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会

教
育
係
主
事
補　

井
上
彩
乃
▼
民
生

部
保
健
課
医
療
係
主
事
補　

山
本
康

介◎
余
市
町
議
会
発
令

▼
事
務
局
次
長
（
兼
）
庶
務
係
長　

濱
川
龍
一
（
議
事
係
長
（
兼
）
調
査

係
長
）
▼
議
事
係
長
（
兼
）
調
査
係

長　

枝
村　

潤
（
調
査
係
主
査
）
▼

調
査
係
書
記　

阿
部
航
大
（
民
生
部

保
健
課
医
療
係
主
事
）

◎
余
市
町
選
挙
管
理

　

委
員
会
発
令

▼
（
併
）
事
務
局
長　

須
貝
達
也

（
総
務
部
総
務
課
長
）
▼
選
挙
係
長

の
併
任
を
解
き
、
（
併
）
庶
務
係
長

　

上
村
友
成
（
（
併
）
事
務
局
次
長

（
併
）
選
挙
係
長
▼
庶
務
係
長
の
併

任
を
解
く　

照
井
芳
明
（
（
併
）
庶

務
係
長
）
）
▼
（
併
）
選
挙
係
長　

中
島
紀
孝
（
（
併
）
選
挙
係
主
査
）

▼
（
併
）
庶
務
係
主
事　

栗
田
一
平

（
総
務
部
総
務
課
人
事
厚
生
係
主

事
）

◎
余
市
町
監
査
委
員
発
令

▼
（
併
）
事
務
局
次
長
（
併
）
監
査

係
長　

増
田
豊
実
（
総
務
部
総
務
課

主
幹
（
兼
）
行
政
係
長
）
▼
監
査

係
長
の
併
任
を
解
く　

照
井
芳
明

（
（
併
）
監
査
係
長
）

◎
余
市
町
農
業
委
員
会
発
令

▼
庶
務
係
長
（
兼
）
振
興
係
長　

泉

谷
富
美
江
（
民
生
部
高
齢
者
福
祉
課

高
齢
者
福
祉
係
主
査
（
兼
）
介
護
保

険
係
主
査
）

◎
余
市
町
教
育
委
員
会
発
令

▼
青
少
年
対
策
室
長
、
少
年
セ
ン

タ
ー
所
長
の
兼
務
を
解
く　

東　

倫

宏
（
学
校
教
育
課
長
（
兼
）
青
少
年

対
策
室
長
（
兼
）
少
年
セ
ン
タ
ー
所

長
）
▼
社
会
教
育
課
長　

松
井
正
光

（
総
務
部
企
画
政
策
課
主
幹
（
兼
）

広
報
広
聴
係
長
）
▼
学
校
教
育
課
主

幹
（
兼
）
青
少
年
対
策
室
長　

橋
本

陵
子
（
建
設
水
道
部
建
設
課
事
務
係

長
）
▼
図
書
館
長
の
兼
務
を
解
く

　

乾　

芳
宏
（
社
会
教
育
課
主
幹

（
兼
）
水
産
博
物
館
長
（
兼
）
図
書

館
長
）
▼
社
会
教
育
課
主
幹　

浅
野

敏
昭
（
社
会
教
育
係
長
）
▼
社
会
教

育
課
主
幹
（
兼
）
中
央
公
民
館
長

（
兼
）
町
民
会
館
長　

藤
田
幸
男

（
建
設
水
道
部
建
設
課
主
幹
（
兼
）

高
速
道
路
推
進
室
推
進
係
長
（
兼
）

円
山
公
園
ふ
れ
あ
い
交
流
施
設
館

長
）
▼
社
会
教
育
課
主
幹
（
兼
）
図

書
館
長
（
兼
）
図
書
館
係
長　

中
村

由
美
子
（
社
会
教
育
課
図
書
館
係

長
）
▼
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
長

　

髙
田
幸
樹
（
学
校
教
育
課
学
校
教

育
係
主
査
）
▼
社
会
教
育
課
社
会
教

育
係
長　

櫻
井　

仁
（
社
会
教
育
課

社
会
教
育
係
主
査
）
▼
学
校
教
育
課

学
校
教
育
係
主
査　

小
池
美
穂
子

（
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
主
査
）

▼
黒
川
小
学
校
給
食
調
理
員　

川
村

里
江
（
旭
中
学
校
給
食
調
理
員
）
▼

旭
中
学
校
給
食
調
理
員　

山
田
艶
子

（
黒
川
小
学
校
給
食
調
理
員
）

◎
余
市
町
公
営
企
業
発
令

▼
水
道
課
長　

久
保　

宏
（
水
道
課

主
幹
）
▼
水
道
課
主
幹　

小
島
祐
子

（
農
業
委
員
会
庶
務
係
長
（
兼
）
振

興
係
長
）
▼
水
道
課
業
務
係
長　

笹

山
美
幸
（
水
道
課
業
務
係
主
査
）

◎
３
月
31
日
退
職
者

▼
藤
平
哲
也
（
経
済
部
長
）
▼
新
藤

耕
二
（
建
設
水
道
部
長
）
▼
松
代
義

晴
（
民
生
部
町
民
福
祉
課
福
祉
セ
ン

タ
ー
館
長
（
兼
）
福
祉
セ
ン
タ
ー
入

舟
分
館
長
）
▼
神
山
廣
美
（
会
計
管

理
者
（
併
）
会
計
課
長
）
▼
池
田　

徹
（
建
設
水
道
部
下
水
道
課
長
）
▼

中
村　

淳
（
建
設
水
道
部
水
道
課

長
）
▼
杉
本
清
治
（
総
務
部
総
務
課

主
幹
）
▼
佐
々
木
儀
春
（
民
生
部

町
民
福
祉
課
主
幹
）
▼
髙
谷
眞
優

美
（
民
生
部
高
齢
者
福
祉
課
主
幹

（
兼
）
介
護
認
定
係
長
）
▼
住
友
義

則
（
民
生
部
高
齢
者
福
祉
課
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
山
田
浩
司

（
民
生
部
環
境
対
策
課
主
任
技
師

（
兼
）
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
本
多
重
男
（
経
済
部
農
林
水
産
課

加
工
排
水
処
理
施
設
場
長
（
兼
）
加

工
処
理
指
導
係
長
）
▼
髙
谷
秀
治

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
幹

（
兼
）
中
央
公
民
館
長
（
兼
）
町
民

会
館
長
）
▼
森
谷
陽
子
（
民
生
部
町

民
福
祉
課
戸
籍
住
民
係
長
）
▼
長
内

十
糸
子
（
民
生
部
町
民
福
祉
課
大
川

保
育
所
主
査
）
▼
葛
西
恵
美
子
（
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

主
査
）
▼
大
津
る
み
子
（
登
小
学
校

給
食
調
理
員
）

組
織
機
構
の
見
直
し
に
よ
り
、

建
設
水
道
部
に
ま
ち
づ
く
り
計

画
課
を
設
置
し
ま
し
た
。

    

行
政
相
談
委
員
が 

             

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

●
新
見
て
る
子
（
再
任
）

　
　

黒
川
町
15
丁
目
１
番
地
１

　
　
　
　
　
　

☎
23
―
７
８
７
３

●
平
岩
聖
司
（
再
任
）

　
　

富
沢
町
２
丁
目
21
番
地　
　
　

　
　
　
　
　
　

☎
23
―
４
６
１
３

　

毎
日
の
く
ら
し
の
中
で
、
年
金
、

福
祉
、
道
路
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
、

国
の
役
所
や
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い

る
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
ご
意
見

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

（
相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。
）
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『国民年金からのお知らせ』
◎国民年金の種別変更の届出について
　３月・４月の異動時期を終え、

届出はお済でしょうか。

　国民年金はつぎの３つの種別か

らなり、住所や勤務先が変わった

場合など別表のような届出が必要

となります。

●第１号被保険者　
　（農林漁業者・自営業者とその配 

　偶者、学生等）

●第２号被保険者
　（厚生年金、共済組合に加入の方）

●第３号被保険者
　（第２号被保険者に扶養されてい

　る配偶者）

◆学生納付特例申請の簡素
化について
　平成２４年度に学生納付特例制

度の猶予をされている方で、２５年度も引き続き同一の学校に在学する場合、3 月下旬に送付された基礎年

金番号の印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書に必要事項を記入し、提出してください。この場合は、

在学証明書または学生証は不要です。

　なお、初めて学生納付特例の申請をする方、同上のハガキが送付されていない方は、従来どおり在学証明

書等を添付して申請が必要です。

　（別　表）
要　　　　件 種別の変更 届出場所

２０歳になったとき（厚生年金、共
済年金加入者は除く）

　取得届 市町村の年金係

第１号被保険者で他市町村から転入
のとき

　転入届 市町村の年金係

会社を退職したとき　（扶養されてい
る配偶者）

２号→１号
３号→１号

市町村の年金係

結婚し、会社員の扶養となったとき
１号→３号
２号→３号

配偶者の勤務先

収入がふえて、配偶者の扶養でなく
なったとき

３号→１号 市町村の年金係

配偶者の勤め先が変わったとき ３号→３号 新たな勤務先

※手続きの際は、年金手帳（基礎番号通知書）、健康保険証、

　印鑑を持参願います。

　　問合せ　民生部町民福祉課民生・年金グループ　☎２１－２１２０

電動生ごみ処理機・簡易コンポスト購入助成について
　　町では、ごみの減量化と堆肥化を目的に、家庭用

　電動生ごみ処理機並びに簡易コンポストを購入され

　る方に対し、その費用の一部を助成します。

　　購入希望される方は、次のとおりお申し込み願い

　ます。

　　なお、助成個数には数に限りがありますので、予

　定数を超えた場合は抽選となります。申請しても必

　ず該当するとは限りませんのでご理解願います。

［　助成手続き　］

◎購入助成対象者　町内に居住している方。但し、事

　　業所等は除く。　　　　　　　　　　　　　　
◎助成金額　電動生ごみ処理機は１台あたり消費税を

　含めた額の２分の１、但し限度額は４万円としま　

　す。

　　簡易コンポストは1台３千円（価格６千円）の助

　成とします。

◎申請手続き　申請書は余市町ホームページ並びに、

　下記公共機関にて備え付けしておりますので、住　

　所、氏名を記入し、押印の上、下記公共機関へ5月

　３１日（金）まで申し込みをして下さい。

　　電話での申し込みは受付けしませんので、ご注意

　願います。　

◎申請書取扱機関　余市町役場、中央公民館、福祉セ

　ンター本館、各窓口にて備え付けしておりますので

　申込みをして下さい。

　　申請し該当された方には、購入等詳細につきまし

　て別途お知らせします。

問合せ　民生部環境対策課　☎２１－２１１８
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平成 25 年度狂犬病予防注射の実施について
　狂犬病予防注射は年 1 回受けなければなりません。下記の日程により予防注射を実施致しますので、必ず

受けるようお願い致します。尚、例年５月に実施しておりましたが、今年度は６月の実施となります。
　当日、登録されている方は、会場に案内状を持参してください。

　また、登録されていない方は、畜犬登録も受付けておりますので、生後９１日以上の犬を飼っている方は、

登録されるようお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　 [  狂犬病予防注射料金　３，０４０ 円、　畜犬登録料　３，０００ 円 ]　

〈平成 25 年度狂犬病予防注射実施日程表〉
日　　程 実　　　施　　　会　　　場 実　施　時　間

6 月 3 日 （月）

寺島橋横 ( 栄町１６５０） 　　９：３０～　９：４５

栄町農業改善センター前 （栄町６０１） 　　９：５５～１０：１０

永福寺 （栄町１２４） 　１０：２０～１０：３５

登老人寿の家前 （登町１０１２） 　１１：００～１１：２０

登新生会館前 （登町１８７９） 　１１：３０～１１：４０

余市農産工業横 （美園町２０） 　１３：３０～１４：２０

山田町農業構造改善センター前 （山田町３２６） 　１４：３０～１５：００

余市町農村活性化センター前 （山田町５７７） 　１５：１０～１５：３０

6 月 4 日 （火）

１７区生活館前 （黒川町１２２５） 　　９：３０～　９：５０

黒川八幡生活館前 （黒川町５７２） 　１０：００～１０：４０

あいはら商店前 （黒川町１７－３２－ 2） 　１０：５０～１１：２０

和田石材店裏 （大川町１－７７） 　１３：３０～１３：５０

中央公民館駐車場 （大川町４－１４３） 　１４：００～１４：３０

旭中学校前 （大川町１６－１） 　１４：４０～１５：２０

6 月 5 日 （水）

大川保育所横 （大川町１２－３） 　　９：３０～１０：２０

大浜中公園《神社公園》前 （栄町４３１） 　１０：３０～１０：５０

東大浜中福祉の家前 （栄町３９９） 　１１：００～１１：２０

中道すずらんホール前 （黒川町１３－１０） 　１３：３０～１４：１０

イオン西側駐車場 （黒川町１２－５７） 　１４：２０～１５：００

老人福祉センター前 （黒川町９－６１） 　１５：１０～１５：３０

6 月 6 日 （木）

沢町小学校前 （沢町４－３３） 　　９：３０～１０：００

余市町水産加工研修センター前 （富沢町６－１１７） 　１０：１０～１０：４０

西部買物駐車場 （富沢町５－１７） 　１０：５０～１１：３０

和香菜前（旧寶龍ラーメン前） （黒川町３－６０） 　１３：３０～１４：１０

役場ウラ （朝日町２６） 　１４：２０～１５：００

6 月 7 日 （金）

豊丘老人寿の家前 （豊丘町６４４） 　　９：３０～１０：００

余市紅志高校グランド前 （沢町６－１０） 　１０：１０～１０：３０

沢町駐在所向かいタイヤ公園 （港町１９３） 　１０：４０～１１：３０

イオン西側駐車場 （黒川町１２－５７） 　１３：３０～１４：００

黒川八幡生活館前 （黒川町５７２） 　１４：１０～１４：３０

１７区生活館前 （黒川町１２２５） 　１４：４０～１５：００

6 月 8 日 （土）
西部買物駐車場 （富沢町５－１７） 　　９：３０～１０：００

中央公民館駐車場 （大川町４－１４３） 　１０：１０～１０：４０

役場ウラ （朝日町２６） 　１０：５０～１１：３０

※飼い犬が離れた場合、又は死亡している場合は、下記まで連絡お願い致します。

担当　民生部環境対策課環境衛生グループ　☎２１－２１１８
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◆◆国民健康保険からのお知らせです◆◆
◎国民健康保険の加入・脱退手続きについて ◎国民健康保険の簡易収入申告はおすみですか？
　退職等の理由で、今まで加入していた健康保険を脱

退し、前の職場の健康保険を任意継続しないなど、他

の健康保険に加入することが無い場合、先に加入して

いた健康保険を脱退してから 14 日以内に国民健康保

険に加入していただくことになります。現在の健康保

険制度では生活保護を受けている方など以外は、いず

れかの健康保険に加入しなくてはなりませんので、ま

だ手続きをされていない方は、役場保健課までご連絡

ください。

国民健康保険の資格は、先に加入していた健康保険の

脱退した日までさかのぼりますので、手続きをしない

で放っておくと、過去の保険税を一括して納めていた

だくことになります。また、病院にかかった時の医療

費も保険が使えなくなることもありますのでくれぐれ

も手続き忘れの無いようご注意ください

　国民健康保険に加入の方で、次に該当する場合は、

収入の有無にかかわらず毎年 4 月 1 日までに収入申

告が必要になります。申告をしないと、保険税の軽減

措置や、保険給付のサービス等にも影響が出る場合が

ありますので、まだ申告をされていない方は、お早め

に手続きください。

　①  住民税や所得税の扶養になっていない方

　　　　（年齢が１９歳以上）

　②  ①に該当する方で、遺族年金や障がい年金等、

　　　非課税収入の方

　③  ①に該当する方で、昨年収入の無かった方

　また、現在国民健康保険に加入している方で、就職等により、新たに社会保険や共済保険等に加入され

た方、進学により他市町村へ転出した学生の方も、国民健康保険の脱退や変更の届出が必要となります。

まだ手続きがお済でない方は保健課窓口まで届出ください。

問合せ　民生部保健課医療給付グループ　☎２１―２１２１（直通）

黒川町 17 丁目～ 20 丁目の換地図等が閲覧・複写できるようになりました
　町では、地籍調査の測量成果として、地籍図等の閲覧や複写のサービスをいたしております。これまで黒

川町１７丁目から黒川町２０丁目までの一部につきましては、土地区画整理事業により筆界が変わったこと

によりサービスの提供ができませんでしたが、このたび国土交通大臣の地図精度等の認証を受けたことによ

り平成２５年４月１日から換地図等の閲覧や複写のサービスができるようになりました。

　なお、サービス手数料については、下記のとおりとなります。

手数料の種類 単　位 金　額
換地図複写 １枚につき 600 円

換地図閲覧 １枚につき 300 円

換地図全図複写 １枚につき 2,500 円

換地図全図閲覧 １枚につき 500 円

面積計算表複写 １枚につき 300 円

面積計算表閲覧 １枚につき 300 円

基準点網図複写 １枚につき 2,500 円

基準点網図閲覧 １枚につき 500 円

1 級基準点成果表閲覧 １点につき 1,500 円

３級基準点成果表閲覧 １点につき 1,000 円

４級基準点成果表閲覧 １点につき 1,000 円

①換地図は縮尺５００分の１で、全部で４５枚

　あります。

②換地図全図は縮尺１０００分の１で、上記の

　換地図４５枚分を１枚にまとめたものです。

◆サービス申請窓口　
　　建設水道部建設課管理係

　　　　　　　　　　　　☎２１－２１２７

◆問合せ

　　総務部財政課契約管財係

　　　　　　　　　　　　☎２１－２１１４

　「余市町観光振興計画（素案）」について、パブリックコメントを実施（平成２５年２月１５日～３月１８日）

したところ、５名の方から延べ１１件のご意見等が寄せられました。貴重なご意見をいただき、ありがとうござ

いました。今後の「余市町観光振興計画」推進にあたって参考とさせていただきます。

　寄せられた意見等の概要及びご意見等に対する余市町の考え方については、町ホームページ、余市町内の公共

施設７カ所（役場庁舎、中央公民館、図書館、福祉センター、福祉センター入舟分館、老人福祉センター、勤労

青少年ホーム）に掲示しておりますので、ご覧ください。

　なお、ご意見等の中で類似するご意見等（延べ２件）については整理させていただいております。また、計画

等の案に関連性が認められなかったご意見等（延べ３件）の全部又は一部を公表いたしませんのでご了承ください。

　「余市町観光振興計画」につきましては、策定次第ホームページにおいて公表します。

問合せ　経済部商工観光課　☎２１－２１２５

「余市町観光振興計画（素案）」に関するパブリックコメントの結果について
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平成２５年度　納税カレンダー
※今年度の町税の納期限は下記のとおりです。あなたのご家庭の納税額を記入し、納税計画表としてご利用ください。

固定資産税 軽自動車税 町道民税 国民健康
保   険  税 今月の納税額 夜間集合徴収

町　
　
　

税　
　
　

の　
　
　

納　
　
　

期　
　
　

限

H25年５月
1 期２7 日 全期２７日

円
２７日 ( 月 )

円 円

６月 納
期
内
完
納
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

も
う
一
度
確
か
め
て
み
よ
う
納
税
通
知
書
！

１期２５日

円
２５日 ( 火 )

円

７月
２期２５日 １期２５日

円
２５日 ( 木 )

円 円

８月
２期２６日 ２期２６日

円
２６日 ( 月 )

円 円

９月
３期２５日 ３期２５日

円
２５日 ( 水 )

円 円

10 月
３期２５日 ４期２５日

円
２５日 ( 金 )

円 円

11 月
４期２５日 ５期２５日

円
２５日 ( 月 )

円 円

12 月
４期２５日 ６期２５日

円
２５日 ( 水 )

円 円

H26年１月
７期２７日

円
２７日 ( 月 )

円

２月
８期２５日

円
２５日 ( 火 )

円

合　計
円 円 円 円 円

夜　間　集　合　徴　収　所

開設場所
役場  税務課  窓口（１階）

福祉センター本館（富沢町）

開設時間 午後５時３０分より午後７時まで
※お越しの際は必ず納税通知書等をお持ちください。

※問合せ　税務課納税グループ（☎２１－２１１６）

余市町における空間放射線量率の測定のお知らせ
　泊発電所において原子力事故が発生した場合の防護

対策に資するために、空間放射線量率を測定する広域

モニタリングポストが余市町に設置されました。

　広域モニタリングポストは、空間ガンマ線の値を測

定する施設で、原子力災害対策を重点的に実施すべき

区域に新たに含まれる９町村に設置され、２４時間測

定が行われています。

　測定結果は、役場庁舎１階に設置された大型ディス

プレイでご覧いただけるほか、インターネット（北

海道原子力環境センターのホームページ http：//

www．pref.hokkaido.jp/soumu/sm-gensc/） で

もご覧いただけます。

「長期優良住宅」及び「低炭素建築物」
認定申請手数料を定めました

　新築住宅等を建設する際「長期優良住宅の普及の促

進に関する法律」及び「都市の低炭素化の促進に関す

る法律」に基づき、余市町に認定申請を行う場合の手

数料を下記のとおり定めましたのでお知らせ致します。

【認定申請手数料一覧表】（抜粋）

◆問合せ　建設水道部 まちづくり計画課

　　　　　　　　　　　　 建築住宅グループ　
                           　　　       ☎２１－２１２４

（余市町に設置されている　
　広域モニタリングポスト）

（大型ディスプレイ）

認定の種類 戸数又は面積 手数料

長期優良住宅

１戸 13,000 円

２～５戸 24,000 円

６戸以上 39,000 円

低炭素建築物

住宅

１戸 5,600 円

２～５戸 10,000 円

６戸以上 17,000 円

住宅以外
３００㎡以内 10,000 円

３００㎡超 29,000 円

※余市町ホームページに、手続きの詳細や関係様式を

掲載した「長期優良住宅コーナー」・「低炭素建築物コー

ナー」を設けていますので、ご覧下さい。

　（URL… http://www.town.yoichi.hokkaido.jp/

kurashi/kurashinojouhou/kenntikumenu.html）

◆問合せ　総務部 企画政策課 防災グループ　
                           　　　　  ☎２１－２１４２
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余市宇宙記念館からのお知らせ
▼
５
月
行
事
予
定　

　
　
　

の
ご
案
内
▲

　

   

お
も
し
ろ
宇
宙
教
室
案
内

１
、
プ
チ
ロ
ケ
ッ
ト
製
作
と
打
ち
上

　

げ
体
験

　
か
ん
た
ん
に
作
れ
る
ロ
ケ
ッ
ト
を

製
作
し
て
打
ち
上
げ
よ
う
！

◆
日
時
　
５
月
11
日

（土）

　
　
　
　
　

午
後
３
時
～
４
時

◆
対
象
　
小
学
生
以
上

２
、「
人
類
と
機
械
」
に
つ
い
て

　

人
類
が
道
具

や
機
械
な
ど
を

ど
の
よ
う
に
利

用
し
て
き
た
の

か
、
工
業
規
格

（
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
）
は
い
つ
頃

か
ら
始
ま
っ
た

の
か
、
新
型
ロ
ボ
ッ
ト
や
ロ
ボ
ッ
ト
学

も
含
め
解
説
し
ま
す
。

◆
日
時
　
５
月
12
日

（日）

　
　
　
　
　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

◆
対
象
　
小
学
校
高
学
年
以
上

　
　
３
、四
季
の
星
座
に
つ
い
て
学
ぶ

　
　
　
　
　

                         

そ
の
①

　

星
空
教
室
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な

ど
で
、
天
文
に
関
す
る
勉
強
を
楽
し

み
な
が
ら
行
い
ま
す
（
月
１
回
程
度

の
10
回
シ
リ
ー
ズ
）
。

◆
日
時
　
５
月
18
日

（土）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

◆
対
象
　
小
学
生
以
上

４
、「
航
空
機
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
①
～
④

　
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、

飛
行
機
な
ど
、
航
空
機
全
般
に
つ
い

て
航
空
整
備
士
が
解
説
し
ま
す
（
週

2
回
程
度
の
16
回
シ
リ
ー
ズ
）
。　

◆
日
時

　
①
５
月
18
日

（土）
、
②
19
日

（日）
、　

　

③
25
日

（土）
、
④
26
日

（日）

　
各
回　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

◆
対
象
　
小
学
校
高
学
年
以
上

５
、「
天
体
観
測
会
」
そ
の
②

　
天
体
望
遠
鏡

を
使
っ
て
土
星

や
月
、
春
の
星

座
な
ど
、
そ
の

日
見
ら
れ
る
余

市
の
星
空
を
観

測
し
ま
す
。

◆
日
時
　
５
月
18
日

（土）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

◆
対
象
　
小
学
生
以
上

◆
場
所
　
宇
宙
記
念
館
裏
・
道
の
駅

　

第
二
駐
車
場
横
の
芝
生
（
申
込
不

　

要
、
現
地
集
合
）

◆
そ
の
他
　
雨
や
曇
り
空
の
場
合
は

　

中
止
（
記
念
館
正
面
に
表
示
い
た

　

し
ま
す
）
。

☆
不
明
な
場
合
は
電
話
で
お
問
い
合

　

わ
せ
下
さ
い
。

６
、
宇
宙
教
室

　
「
世
界
の
宇
宙
機
関
～
ア
メ
リ
カ

　

宇
宙
開
発
の
歴
史
～
」
そ
の
①

　
世
界
の
宇
宙
開
発
を
リ
ー
ド
し
て

き
た
ア
メ
リ
カ
の
宇
宙
開
発
の
発
展

を
紹
介
し
ま
す
（
月
１
回
程
度
の
７

回
シ
リ
ー
ズ
）
。

◆
日
時
　
５
月
19
日

（日）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

◆
対
象
　
小
学
生
以
上

　
１
～
４
、
６
の
各
教
室
の
定
員
は

３０
名
、
申
し
込
み
は
５
月
９
日

（木）
よ

り
電
話
で
受
付
し
ま
す
。

　
お
も
し
ろ
宇
宙
教
室
の
参
加
者
は

入
館
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

宇
宙
食
試
食
会

◆
内
容
　
毛
利
さ
ん
が
宇
宙
で
食
べ

　

た
宇
宙
食
「
お
も
ち
」
を
ご
試
食

　

い
た
だ
け
ま
す
。

◆
日
時
　
４
月
27
日

（土）
～
５
月
６
日

　

（月）
の
毎
日
、
１
日
２
回
（
①
午
前

　

10
時
、
②
午
後
３
時
）
開
催

◆
定
員　

各
回
限
定
50
名
（
希
望
者

　

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

「
オ
ー
ロ
ラ
～
宇
宙
か
ら
の
手
紙
～
」

                     　
写
真
パ
ネ
ル
特
別
展

◆
内
容
　
美
し
く
幻
想
的
な
「
オ
ー

　

ロ
ラ
」
を
25
枚
の
写
真
パ
ネ
ル
で

　

ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
期
間
　
５
月
５
日

（日）
～
26
日

（日）

◆
借
用
先
　
日
本
科
学
未
来
館

　
　
　
　
　

（
館
長
：
毛
利
衛
さ
ん
）

 

 

〈
今
月
の
上
映
案
内
〉

★
「
４
次
元
デ
ジ
タ
ル

　
　
　
　
　
　

宇
宙
シ
ア
タ
ー

　

～M
itaka

（
ミ
タ
カ
）
～
」

　
地
球
を
出
発
し
て
宇
宙
の
果
て
を

目
指
す
壮
大
な
宇
宙
の
旅
を
、
当
館

職
員
の
解
説
を
交
え
な
が
ら
、
奥
行

き
感
の
あ
る
立
体
映
像
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
☆
ミ
タ
カ
は
国
立
天
文

台
が
開
発
し
た
天
文
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
す
。

◆
日
時　

５
月
２
日

（木）
、
25
日

（土）

　
　
　
１
回
目　

午
前
11
時
15
分
～

　
　
　

２
回
目　

午
後
２
時
15
分
～

◆
対
象
　
小
学
生
以
上

  ★
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」　

　

た
ま
に
は
星
空
を
見
て

い
や
さ
れ
ま
せ
ん
か
？

①
「
21
世
紀
宇
宙
開
発
」　
　
　

　
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
宇
宙
で
の

生
活
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
を
交
え
て

楽
し
み
な
が
ら
学
習
で
き
ま
す
。
毛

利
さ
ん
や
向
井
さ
ん
も
登
場
し
ま

す
。

②
「
今
夜
の
星
空
」　
　

　
季
節
の
星
座
や
月
、
惑
星
な
ど
、

そ
の
日
の
余
市
の
星
空
を
解
説
し
ま

す
。

★
５
月
1
日
～
５
月
6
日
は
①
の
み

を
、
５
月
7
日
以
降
は
番
組
①
と
番

組
②
を
交
互
に
各
４
回
ず
つ
上
映
し

ま
す
。

【
休
館
日
の
お
知
ら
せ
】

　
５
月
の
休
館
日　

７
日
・
８
日
・ 

13
日
・
20
日
・
27
日

　

４
月
30
日

（火）
に
臨
時
開
館
し
た

為
、
８
日

（水）
は
振
替
休
館
い
た
し
ま

す
。

多
く
の
お
客
様
の
ご
来
館
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す

☆
余
市
宇
宙
記
念
館
サ
ポ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
☆

問
合
せ
　
余
市
宇
宙
記
念
館

　
　
　
　
　
　

（
☎
21
―
２
２
０
０
）

　　　宇宙食おいしいよ！！
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※詳しい日時等については、宇宙記念館にお問い合わせください。

★平成 25 年度おもしろ宇宙教室開設します★
講　　座 内　　　　　容 日　程　等

四季の星座について学ぶ
春夏秋冬の星座をプラネタリウムや天体望遠鏡を使
い星座を学びます。

５月～２月（１０回シリーズ）
対象：小学生以上

宇宙開発の歩みと取組み
を学ぶ

日本、アメリカ、ロシアなどの宇宙開発の歴史やロ
ケット、宇宙船の紹介をします。

５月～１１月（７回）
対象：小学生以上

宇宙の謎について学ぶ
地球の歴史、大気、動きについてや、銀河の謎など
宇宙の神秘について学びます。

７月～９月（１０回シリーズ）
対象：小学生以上

車両の仕組みについて学ぶ
自転車、オートバイ、自動車（ハイブリット車、Ｅ
Ｖ車）などの動く仕組みなどを紹介します。

５月（２回シリーズ）
対象：小学校高学年以上

人類と機械について学ぶ 道具、機械の歴史と道具の使い方を実演します。
５月（１回）
対象：小学校高学年以上

航空機について学ぶ
航空機全般（グライダー、ヘリコプター、小型、中型、
大型機）の簡単な航空力学、構造、航空機の飛行方法、
未来の航空機などについてわかりやすく説明します。

５月～７月（１６回シリーズ）
対象：小学校高学年以上

電気について学ぶ
人類と電気のかかわりや電気が家庭に届くまで、水
力、火力、風力、太陽光発電などの発電方法などを
わかりやすく説明します。

９月（３回シリーズ）
対象：小学校高学年以上

地球を取り巻く環境につ
いて学ぶ

地球温暖化、オゾン層破壊、微小粒子状物質ＰＭ２．
５など、私たちが住む地球の環境等について学習し
ます。

１１月（２回シリーズ）
対象：小学生以上

工作教室 内　　　　　容 日　程　等
水ロケット製作
プチロケット製作　　　
かさ袋ロケット製作

ペットボトル、フィルムケース、ビニール袋を使い
ロケットを作り、ロケットが飛ぶ原理と打上げを体
験します。

５月～１１月（８回）
対象：小学生以上

モデルロケット製作
火薬を使用したモデルロケットキットの製作と、ロ
ケットが飛ぶ原理と打上げを体験します。

６月、１０月（２回）
対象：小学生以上

日時計製作
日時計を製作し、昔使われていた時間のはかり方を
学びます。

６月、８月、１０月（３回）
対象：小学生以上

分光器製作
ＣＤ、ＤＶＤを使って分光器をつくり、電磁波、可
視光について学びます。

１０月（１回）
対象：小学生以上

超小型発電機製作
発電機を作って、ＬＥＤ、テスターを使い発電の仕
組みを学びます。

1 ０月（１回）
対象：小学生以上

電磁石製作 電磁石をつくり、磁石の仕組みについて学びます。
1 ０月（１回）
対象：小学生以上

永久磁石教室 永久磁石を使って地磁気について学びます。
1 ０月（１回）
対象：小学生以上

レゴ教室
プログラムの基本をレゴブロックを使って学習しま
す。

１２月～３月（４回）
対象：小学生以上

インターネット教室
パソコンの基本を学び、わからないことをネット検
索します。

1 月（２回）
対象：小学生以上

ジャイロ教室
自転車の車輪を利用してジャイロなどの性質を学び
ます。

１1 月（１回）
対象：小学生以上

キャンドル製作教室 色々な種類のオリジナルキャンドルを製作します。
２月（１回）
対象：小学生以上

環境教室 町内を散策し余市の自然を観察します。
６月（１回）
対象：小学生以上

出前・宇宙教室
宇宙のお話やかんたんな工作で宇宙を学習し、天体
観測などを行います。

７月～３月（１０回）
対象：幼児、小学生

◆工作・実験教室
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『余市あゆ場公園パークゴルフ場』オープンのお知らせ

◆利用時間　午前 8 時～午後 6 時

◆定休日　　火曜日

◆利用料金
　・一般（高校生以上）　 １人１日につき５００円

　・中学生以下　　　　　１人１日につき２００円

　・回数券一般（１２枚綴り）　　　　５，０００円

　・回数券中学生以下（１２枚綴り）２，０００円

　　　◎回数券は発行シーズン中有効です。

　・団体一般　　　　　１人１日につき４００円

　・団体中学生以下　　１人１日につき１６０円

  　　◎ 団体料金は 1 団体２０名以上です。
　・用具代（クラブ１本及びボール１個）　

　　　　　　　　　　　１人１日につき３００円

◆申込み、問合せ
　　管理担当　株式会社余市振興公社　　

    　　　　　　0135-22-0008（クラブハウス）

　今年もいよいよ春到来、パークゴルフの季節がやってまいりました。春風に吹かれ余市川のせせらぎがさわ

やかに緑豊かに囲まれた、当パークゴルフ場が４月末にオープンいたしましたのでお知らせいたします。

  当パークゴルフ場は、国際パークゴルフ場協会公認コースとして、起伏に富んだ４コース（３６ホール）となっ

ており、初心者から上級者まで楽しめるパークゴルフ場です。ご家族・お仲間・職場のレクリエーションなど、

皆様お誘いあわせのうえご来場ください。

  多くの方々のご利用を心よりお待ちしております。

　余市町が発注する建設工事・物品購入などの入札に参加するためには、「競争入札参加資格申請書（通

称『指名願い』）」の提出が必要です。

　入札参加の希望はあるが、「競争入札参加資格申請書」をまだ提出していない、という方は随時受付を行っ

ていますので役場に提出してください。

　なお、申請にあたって必要な書類などの詳細は、財政課にお問い合わせください。

【申請書様式】　①建設工事等は全道統一様式（市町村用）となります。

　　　　　　　②物品の購入等は余市町独自様式となります。独自様式については町ホームページからダ

　　　　　　　　ウンロードも出来ますのでご利用ください。

【問合せ】　余市町総務部財政課（☎ 21-2114）

　競争入札参加のために必要となる『指名願い』の受付は随時行っています

余市町の空間放射線量の状況

0.000 
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0.090 
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21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日 1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日

測定値

測定日

平成２５年４月 余市町の空間放射線量の状況(H25.3.21～H25.4.18)

単位： μ Ｓｖ／ｈ （マイクロシーベルト毎時）単位： μ Ｓｖ／ｈ （マイクロシーベルト毎時）

年間推計＝
２６２マイクロシーベルト

　町では、町内にお住まいの皆様が安心して生活して

いただけるよう、また本町を訪れる方々に安全性をお

伝えするため、町が独自に測定した放射線量の状況を

公表しています。

　放射線量の測定については、平成２３年１１月７日

から余市消防署の敷地内において毎日１回測定し、町

のホームページにその結果を毎日公表しております

が、月ごとの測定結果を広報よいちでも次のようなグ

ラフにより１２月号からお知らせしています。

　私たちは日常的に自然界から微量の放射線を浴びて

いますが、１年間に 2,400 マイクロシーベルトが世

界の平均値と言われています。

※測定値は、１時間当たりの値ですので、２４時間

　分と 365 日分を乗じると１年分になります。

（総務部企画政策課☎２１―２１４２）



健康と暮らしの情報（5月号）
子育て情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

健康づくり情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

休日当番医『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

その他の生活情報　　

事　業　名 対　象　者 実　施　日 時　　　　　間 会　　　　場

１歳６か月児健診 H23 年 10 月生まれ    ９日（木）受付 12：00 ～ 12：20 福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８

ママさん交流会 おおむね 3 歳までのお
子さんとその保護者

１３日（月）　　 10：00 ～ 12：00 福祉センター（富沢町）
☎２２- ６２２８

１0 か月児健診 H24 年７月生まれ １６日（木）受付 12：00 ～ 12：20
福祉センター入舟分館

☎２３―４３３８３歳児健診 H21 年 12 月生まれ 1 ７日（金）受付 12：00 ～ 12：20

ニコニコたまご教室
（赤ちゃんのお風呂）

妊婦とその家族
※申し込みが必要です

2 ２日（水）　　 13：30 ～ 15：30

中央公民館
☎２３―５００１

（申込先）余市町役場保
健課保健指導グループ

☎２１―２１２２

当　番　日 医　療　機　関　名 電話番号 歯 科 医 療 機 関 名 電話番号

　　３日（金） 林病院 ２２―５１８８ 福井歯科 ２３- ４８４７

　　４日（土） よいち北川眼科医院 ２２―1 ３０８ デュオ歯科（古平町） ４２- ３９９３

   　５日（日） 池田内科クリニック ２３―８８１１ ねりあい歯科 ２３- ２６３３

  　 ６日（月） 黒川町整形外科クリニック ２２―２４４７

   １２日（日） 森内科胃腸科医院 ３２―３４５５

１９日（日） よいちクリニック ２１―４５７０

２６日（日） よいち整形外科クリニック ４８―５０００

事　業　名 実　施　日 時　　　　間 会　　　　場 備　　　　考

心の健康相談
５月　９日（木）

6 月　６日（木）
　13：30 ～ 15：30 倶知安保健所余市支所

☎２３－３１０４

予約が必要です。
( 申込先）倶知安保健所
※相談日は都合により変
更する場合があります。
☎ 0136―23―1957

子宮頸がん検診
１９日（日）

受付時間
　　9：00 ～ 11：00

中央公民館
☎２３―５００１

事前に申込みされた方に
個人通知いたします。

２０日（月） 　12：30 ～ 15：00 福祉センター（富沢町）
☎２２- ６２２８ ☎２１―２１２2

認知症の介護相談 　　 2 ０日（月）  　19：00 ～ 21：00 福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８

ご自由に相談下さい。

健康相談  　　２３日（木） 　   9：00 ～ 15：00 余市町役場
☎２１―２１２2

予約が必要です。
☎２１―２１２2

事　業　名 実　施　日 時　　　間 会　　　場 備　　　考

心配ごと相談 ８日（水）、２２日（水）13：00 ～ 16：00

福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８

（問合せ）
余市町社会福祉協議会

☎２２―３１５６
※法律相談について
は、事前申込み必要

育児・子育て相談 １７日（金） 13：00 ～ 16：00

無料法律相談
（予約制）

   ７日（火） 13：30 ～ 14：30

１５日（水） 13：00 ～ 16：00 中央公民館
☎２３―５００１

事前申込み必要
役場総務課

☎２１―２１１１

２１日（火） 15：00 ～ 17：00 余市商工会議所
☎２３―２１１６

事前申込み必要
申込同左
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注）福祉センター（富沢町５丁目）、福祉センター入舟分館（入舟町）、中央公民館（大川町４丁目）、
　　倶知安保健所余市支所（朝日町）、余市商工会議所（黒川町３丁目）

※当番医の診療時間は 9 時～ 1 ７時

　歯科当番医の診療時間は 9 時～１２時

　までです。

休日当番医は変更になることがありま
すので、確認してから受診して下さい。



　

募
　
集
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お
知
ら
せ

  
      

　 　  　       

         

  
  

　 
　 

〈
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
〉

　

次
の
①
、
②
の
申
込
み
と
開
催
場

所
は
、農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
メ
ッ

セ
・
ア
ッ
プ
ル
ド
リ
ー
ム
☎
23
―

５
５
６
８
・
FAX

　

23
―
２
１
８
９
）で
す
。

①
り
ん
ご
の
花押

し
花
サ
ー
ク
ル

◆
日
時
　
5
月
16
日

（木）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

◆
講
師　

村
山
洋
子
先
生

②
七
宝
焼
サ
ー
ク
ル

◆
日
時　

５
月
21
日

（火）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
講
師　

真
鍋
チ
ヤ
先
生

〈
シ
イ
タ
ケ

　
　
　

    

ほ
だ
木
作
り
教
室
〉

◆
日
時　

５
月
16
日

（木）　

　
　

午
前
10
時
～
正
午
（
定
員
40
名
）

　
　

午
後
1
時
～
3
時
（
定
員
20
名
）

◆
場
所　

登
市
民
農
園
（
登
町
）

◆
内
容　

な
ら
の
木
（
原
木
）
に
穴

　

を
開
け
シ
イ
タ
ケ
の
菌
を
埋
め
込

　

み
ま
す
。

　

１
人
１
～
５
本
程
度
（
原
木
は
全

　

部
で
300
本
用
意
し
て
お
り
ま
す
）
。

◆
材
料
費　

原
木
１
本
600
円

◆
締
切　

事
前
申
込
み
が
必
要
で
、

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

　

の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

農
村
活
性
化

　

セ
ン
タ
ー　

（
☎
23
―
５
５
６
８
）

〈「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
農
園
事
業
」

の
利
用
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
を

募
集
し
ま
す
〉

　

農
作
物
の
栽
培
や
農
作
業
時
の
交

流
な
ど
を
通
し
て
高
齢
者
の
皆
さ
ま

の
生
き
が
い
づ
く
り
や
健
康
増
進
な

ど
、
高
齢
者
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
高
齢
者
で
構
成
さ
れ
た
団
体
・
グ

ル
ー
プ
等
を
対
象
に
登
市
民
農
園
に

お
い
て
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
農
園
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

◆
募
集
対
象　

　

町
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
方

　

５
名
以
上
で
構
成
さ
れ
た
団
体
・

　

グ
ル
ー
プ
及
び
町
内
の
老
人
福
祉

　

施
設
等

◆
募
集
区
画
等　

　

登
市
民
農
園

　

10
区
画
（
１
区
画
89
㎡
）　

　

＊
１
団
体
等
に
つ
き
１
区
画

　

（
区
割
り
は
町
に
お
い
て
行
い
ま
す
）

◆
利
用
料　

無
料

◆
利
用
期
間　

　

６
月
初
旬
頃
か
ら
10
月
末
ま
で

◆
申
込
み
期
限　

５
月
17
日
（
金
）

　

（
申
込
み
が
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

と
な
り
ま
す
）

◆
そ
の
他

○
耕
起
・
堆
肥
は
実
施
済
み
で
す
。

○
開
園
期
間
中
の
土
日
に
は
野
菜
栽

　

培
に
対
応
可
能
な
職
員
が
配
置
さ

　

れ
て
い
ま
す
。

○
団
体
等
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
協
力

　

し
合
い
な
が
ら
農
作
業
を
行
う
こ

　

と
が
基
本
に
な
り
ま
す
の
で
、
個

　

人
単
位
で
栽
培
す
る
こ
と
等
は
ご

　

遠
慮
願
い
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

民
生
部
高
齢

　

者
福
祉
課　

（
☎
21
―
２
１
１
９
）

〈
自
衛
官
募
集
〉

・
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
を
募
集

  

し
ま
す
。

※
細
部
応
募
資
格
等
に
つ
い
て
は
、

　

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

　

本
部
小
樽
地
域
事
務
所
（
小
樽
市

　

稲
穂
２
―
22
―
４
樽
石
ビ
ル
2F
）

　

（
☎
０
１
３
４
―
22
―
５
５
２
１
）

〈
ふ
れ
あ
い
収
集
の
ご
案
内
〉

　

町
で
は
、
高
齢
や
障
が
い
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
家
庭
ご
み
や
資
源
物

を
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
世
帯
の
た
め
に
、
週

１
回
、
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
玄
関
先

で
収
集
し
ま
す
。

　

収
集
の
際
に
は
、
安
否
確
認
の
た

め
の
声
か
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。

○
申
込
み
は
、
ご
本
人
の
ほ
か
親
族
、

　

介
護
施
設
担
当
者
及
び
民
生
委
員

　

な
ど
か
ら
も
受
付
し
ま
す
。

○
申
込
み
後
、
担
当
職
員
が
ご
自
宅

　

を
訪
問
し
申
込
者
の
状
況
な
ど
を

　

確
認
し
、
後
日
、
審
査
の
結
果
を

　

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

民
生
部
環
境

　

対
策
課　
　

（
☎
21
―
２
１
1
８
）

〈
住
宅
支
援
制
度
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ
〉

　

町
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
住
宅

の
新
築
や
改
修
工
事
に
対
す
る
次
の

３
つ
の
支
援
制
度
を
は
じ
め
ま
す
。

①
住
宅
改
修
（
リ
フ
ォ
ー
ム
）
支
援

補
助
制
度

②
住
宅
耐
震
改
修
等
支
援
補
助
制
度

③
新
築
住
宅
建
設
支
援
補
助
制
度

　

制
度
の
利
用
申
し
込
み
や
対
象
と

な
る
条
件
等
の
く
わ
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
当
広
報
の
折
り
込
み
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

建
設
水
道
部
ま
ち
づ
く

　

り
計
画
課　

（
☎
21
―
２
１
２
４
）

〈
平
成
２５
年
度
特
定
計
量
器

定
期
検
査
の
実
施
の
お
知
ら
せ
〉

　

商
店
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

食
品
加
工
場
、
学
校
、
病
院
等
で
、

取
引
や
証
明
上
の
計
量
に
使
用
す
る

は
か
り
は
、
検
定
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
次
の
場
所
で
検
査
を
行
い
ま
す

の
で
受
検
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

=　募集・お知らせ　=

shiratori
白スタンプ



◆
日
時
・
場
所

①
５
月
15
日

（水）　

中
央
公
民
館　

 
 

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

②
５
月
16
日

（木）　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

午
前
９
時
～
4
時

③
５
月
17
日

（金）　

福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

午
前
９
時
～
4
時

◆
問
合
せ　

経
済
部
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
21
―
２
１
２
５
）

〈
余
市
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

津
波
等
に
対
す
る
避
難
に
つ
い
て

　

津
波
が
発
生
し
た
時
に
、
ど
の

よ
う
に
避
難
し
た
ら
よ
い
か

○
「
津
波
警
報
」
が
発
表
さ
れ
た
ら
、

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
等
の
放
送
で
住

　

民
の
方
々
へ
伝
達
さ
れ
ま
す
。

○
市
町
村
が
緊
急
時
に
お
け
る
避
難

　

場
所
等
を
指
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

　

近
く
の
高
台
や
指
定
避
難
場
所
に

　

避
難
し
て
下
さ
い
。

○
津
波
は
繰
り
返
し
き
ま
す
の
で
、

　

一
度
避
難
を
し
た
ら
、
し
ば
ら
く

　

は
避
難
を
継
続
し
て
下
さ
い
。
第

　

一
波
が
小
さ
く
て
も
、
後
か
ら
く

　

る
波
の
方
が
高
い
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。

○
逃
げ
切
れ
な
い
と
き
は
、
近
く
に

　

あ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の

　

頑
丈
な
建
物
な
ど
へ
避
難
し
て
下

　

さ
い
。

★
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　
　
　

設
置
し
ま
し
ょ
う
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭

は
、
設
置
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

★
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
ご
注
意
！

　

消
防
署
が
直
接
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
訪
問
販
売
し
た
り
、
特
定
の
業

者
に
商
品
の
斡
旋
を
し
、
販
売
を
依

頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
問
合
せ　

余
市
消
防
署
予
防
係

　
　
　
　
　

（
☎
23
―
３
７
１
１
）

〈
杉
の
子
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　

幼
稚
園
無
料
開
放
〉

　

幼
稚
園
ホ
ー
ル
を
無
料
開
放
い
た

し
ま
す
。
親
子
で
上
履
き
を
持
参
で

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

5
月
22
日

（水）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
大
型
紙
芝
居
や
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
な

　

ど
の
企
画
も
あ
り
ま
す
。

◆
問
合
せ　

杉
の
子
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（
☎
23
―
４
６
５
４
）

〈
余
市
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ロ
マ

ン
会
員
募
集
〉

　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
世
界
の
音
楽

と
踊
り
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初

め
て
の
方
で
も
簡
単
な
ス
テ
ッ
プ
か

ら
踊
り
を
楽
し
め
る
で
し
ょ
う
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◆
練
習
日　

毎
週
火
曜
日
（
公
民
館
）

　
　
　
　
　

毎
週
土
曜
日
（
体
育
館
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
問
合
せ　
　
　

　
　
　

安
宅
（
☎
23
―
４
６
９
７
）

〈
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
春
の
公
開

レ
ッ
ス
ン
の
お
知
ら
せ
〉

　
余
市
Ｓ
Ｄ
Ｃ
プ
ラ
マ
ネ
イ
ド
の
会

で
は
、
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
を
広
く
町

民
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
公
開

レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
。

　

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
は
歩
く
こ
と
を

基
本
と
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康

の
維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
無
料
体
験
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
に
興
味
の
あ

る
方
は
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

◆
日
時　

5
月
14
日

（火）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

◆
場
所　

中
央
公
民
館
２
０
１
号
室

◆
問
合
せ
　

　

余
市
Ｓ
Ｄ
Ｃ
プ
ラ
マ
ネ
イ
ド

　
　

（
髙　

幸
子
☎
22
―
５
７
８
９
）

　
黒
川
児
童
館
（
入
舟
町
☎
23
―
４
３
３
８
）

▽
子
供
の
日
の
会

　
5
月
3
日

（金）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
母
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
の
会

　

5
月
11
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
つ
ど
い
の
広
場

　
5
月
22
日

（水）　

午
前
10
時
～

★
26
日

（日）　

黒
川
小
学
校
運
動
会
の

　

た
め
、
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

★
27
日

（月）　

黒
川
小
学
校
振
替
休
日

　

の
た
め
、
開
館
日
と
な
り
ま
す
。

沢
町
児
童
館
（
富
沢
町
３
丁
目
☎
23
―
５
６
７
３
）

▽
子
ど
も
の
日
ミ
ニ
運
動
会

　

5
月
5
日

（日）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
母
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
の
会　

　

5
月
11
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

　

（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

▽
つ
ど
い
の
広
場

　
5
月
15
日

（水）　

午
前
10
時
～

▽
ジ
ャ
ガ
イ
モ
植
え
の
会

　

5
月
26
日

（日）　

午
後
１
時
30
分
～

　

（
天
候
に
よ
り
変
更
の
場
合
有
）

★
25
日

（土）　

沢
町
小
学
校
運
動
会
の

　

た
め
、
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

★
27
日

（月）　

沢
町
小
学
校
振
替
休
日

　

の
た
め
、
開
館
日
と
な
り
ま
す
。

〈
母
親
ク
ラ
ブ
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
展
者
募
集
〉

　

母
親
ク
ラ
ブ
で
は
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
一
般
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
日
時　

６
月
８
日

（土）　

　
　
　
　
　

正
午
～
午
後
2
時

◆
場
所　

沢
町
児
童
館
体
育
館

◆
内
容　

1
区
画
180
㎝
×
150
㎝

◆
締
切　

5
月
31
日

（金）

　
　
　
　

※
先
着
順
に
な
り
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

　

母
親
ク
ラ
ブ
事
務
局

　

（
沢
町
児
童
館　

☎
23
―
５
６
７
３
）
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が
ん
検
診
を
受
け
よ
う
！

  余
市
町
で
は
毎
年
が
ん
で　

１
０
０
人
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
　
　

　
町
で
は
今
年
度
か
ら
10
年
間
を
計

画
期
間
と
す
る
「
余
市
町
健
康
づ
く

り
計
画
」
を
今
年
３
月
に
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
作
成
の
過
程
で
町
の
健

康
状
態
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
調

べ
た
結
果
、
余
市
町
は
国
や
道
に
比

べ
て
が
ん
で
亡
く
な
る
方
が
多
く
、

毎
年
100
人
前
後
の
方
が
が
ん
に
よ
り

命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

生
涯
を
通
じ
て
考
え
た
場
合
、
２

人
に
１
人
は
一
生
の
う
ち
に
何
ら
か

の
が
ん
を
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。が
ん
を
予
防
す
る
た
め
に
「
が

ん
を
予
防
す
る
た
め
の
新
12
か
条
」

を
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。　

町
の
が
ん
検
診
は
、
死
亡
率
を
減
少

さ
せ
る
効
果
が
認
め
ら
れ
た
も
の
を

採
用
し
て
い
ま
す　
　
　
　
　
　
　

　

が
ん
検
診
を
お
勧
め
す
る
と
「
胃

の
検
診
は
バ
リ
ウ
ム
で
は
な
く
て
、

胃
カ
メ
ラ
が
い
い
。
」
な
ど
、
よ
り

詳
し
い
検
査
を
希
望
さ
れ
る
声
を
聞

き
ま
す
。
し
か
し
、
町
で
行
う
が
ん

検
診
は
個
人
で
は
な
く
、
が
ん
で
亡

く
な
る
町
民
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
た
め
、
検
診
の
種
類
と

検
査
方
法
は
死
亡
率
を
減
少
さ
せ
る

効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
検
診
は

病
院
で
の
診
療
と
は
違
い
、
症
状
が

な
い
健
康
な
人
を
対
象
と
し
て
行
う

た
め
、
簡
単
で
、
で
き
る
だ
け
負
担

の
少
な
い
、
安
価
な
検
査
方
法
と

な
っ
て
い
ま
す
。

検
診
料
金
は
と
っ
て
も
お
得
♥

　

現
在
町
で
行
わ
れ
て
い
る
が
ん
検

診
は
、
胃
・
肺
・
大
腸
・
子
宮
頸
・

乳
が
ん
の
５
種
類
で
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
を
が
ん
に
よ
る
死
亡
か
ら
守

る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
検
診
に
か
か

る
料
金
の
一
部
は
町
で
助
成
し
て
お

り
、
大
変
お
得
に
受
診
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。　

　
が
ん
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、

早
期
の
段
階
で
見
つ
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
定

期
的
に
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

６
月
に
中
央
公
民
館
・
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
「
特

定
健
診
・
が
ん
検
診
」

が
実
施
さ

れ
ま
す
。

詳
細
は
今
月
号
折
込

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　　　　～がんを防ぐための新 12 か条～
　１条　たばこは吸わない

　2 条　他人のたばこの煙をできるだけ避ける

　3 条　お酒はほどほどに

　4 条　バランスのとれた食生活を

　5 条　塩辛い食品は控えめに

　6 条　野菜や果物は豊富に

　7 条　適度に運動

　8 条　適切な体重維持

　9 条　ウイルスや細菌の感染予防と治療

 10 条　定期的ながん検診を

 11 条　身体の異常に気がついたら、すぐに受診を

 12 条　正しいがん情報でがんを知ることから

　
検診種類 検診費用－自己負担＝助成額

胃がん検診
5,200 円－ 1,200 円＝ 4,000 円

( 胃部Ｘ線検査：バリウム )

肺がん検診
1,530 円－　 300 円＝ 1,230 円

( 胸部Ｘ線検査 )

大腸がん検診
2,630 円－　 700 円＝ 1,930 円

( 便潜血検査：検便 )

子宮頸がん検診
5,200 円－ 1,000 円＝ 4,200 円

( 細胞診 )

乳がん検診
5,600 円－ 1,400 円＝ 4,200 円

( マンモグラフィ、視触診 )

　　国保特
と く て い け ん し ん

定健診 受診率速報！
          平成 25 年 3 月末現在の受診率は
　　　　　　　　　　１６．５％　　

　

　6 月に公民館、福祉センターで実施する、「特
定健診・がん検診」の申込みを開始します。詳
しくは今月号広報折込チラシをご覧ください。
　

　　　《詳細は役場保健課へ問合せください。》

なんと！全部受けると
15,560 円もお得♥

◑自転車の安全利用に努めましょう◐
 「歩行者と自転車、自転車同士の事故が急増！」

　自転車は、子どもから高齢者までの多くの方が気軽に利
用できる交通手段であることから、最近その利用者が増え
ています。
　自転車利用者の増加に伴い、歩道上でのスピードの出し
過ぎや交差点での飛び出しなど、交通ルールの無視や運転
マナーの悪化が原因と考えられる死亡事故や後遺症が残る
重大な事故が発生し、大きな社会問題となっています。
　次の自転車安全利用五原則を守って、自転車の安全利用
に努めましょう。

自転車安全利用五原則
１. 自転車は、車道が原則、歩道は例外
２. 自転車は左側を通行
３. 歩道は歩行者優先で、車道寄りを通行
４. 安全ルールを守る
　　○飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　　○夜間はライトを点灯
　　○交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
５. 子どもはヘルメットを着用

　　　【余市町・余市町交通安全協会・余市警察署】



 　

競
馬
場
と
馬
頭
観
音

　

「
余
市
町
で
お
こ
っ
た
こ
ん
な
話　

そ
の
83
」
で

荷
物
輸
送
に
活
躍
し
た
馬
の
お
話
な
ど
を
紹
介
し
ま

し
た
。
今
回
は
か
つ
て
あ
っ
た
競
馬
場
や
、
町
内
に

残
る
馬
の
供
養
碑
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

古
い
記
録
を
見
る
と
、
町
内
に
は
時
期
を
違
え

て
、
少
な
く
と
も
３
つ
の
競
馬
場
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
ひ
と
つ
は
国
道
５
号
線
の
海
側
、
大
川
町
と
栄

町
の
境
界
あ
た
り
の
大
浜
中
地
区
に
あ
り
（
現
在
の

登
川
河
口
の
近
く
）
、
こ
こ
は
昭
和
10
年
代
の
観

光
地
図
で
も
確
認
で
き
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
美
園

町
の
丘
の
中
腹
に
あ
っ
て
、
今
で
も
美
園
の
競
馬
場

跡
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
３
つ
目
は
警
察
署
の
裏
山

で
、
昭
和
30
年
代
に
行
わ
れ
た
ば
ん
馬
競
走
の
写
真

が
の
こ
っ
て
い
ま
す
。
ば
ん
馬
競
走
は

そ
り
に
乗
っ
た
騎
手
が
馬
を
操
縦
し
て

障
害
を
乗
り
越
え
る
も
の
で
、
そ
う
し

た
競
技
方
法
は
明
治
時
代
の
末
に
登
場

し
ま
し
た
。
そ
の
起
源
は
木
材
を
運
び

出
し
て
い
た
馬
の
力
比
べ
で
、
２
頭
の

馬
を
丸
太
に
つ
な
い
で
引
っ
張
り
あ
わ

せ
る
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

古
い
記
録
で
は
、
大
正
時
代
の
亀
田

八
幡
宮
（
現
在
の
函
館
市
内
）
や
五
稜

郭
公
園
で
の
ば
ん
馬
競
走
が
の
こ
っ
て

い
ま
す
。
帯
広
の
公
営
競
技
が
有
名
で

す
が
、
道
内
各
地
の
草
競
馬
で
は
、
平

成
以
降
で
も
阿
寒
・
釧
路
輓
馬
（
ば
ん

ば
）
競
技
大
会
（
阿
寒
町
）
や
北
斗
市

大
野
支
部
定
期
ば
ん
ば
大
会
（
北
斗

市
）
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
浜
中
地
区
の
競
馬
場
は
『
大
浜
中
の

百
年
』
に
詳
し
く
、
同
書
か
ら
そ
の
ま
ま

引
用
す
る
と
、
「
大
正
９
（
１
９
２
０
）

年
頃
、
今
の
大
川
20
丁
目
か
ら
栄
町
７
番

地
ま
で
国
道
北
側
の
海
岸
に
馬
匹
（
ば
ひ
つ
）
遊
牧

場
が
で
き
た
。
牛
馬
商
組
合
が
こ
し
ら
え
た
も
の

で
、
大
正
11
年
頃
、
こ
こ
で
草
競
馬
を
見
た
記
憶
が

あ
る
。
人
々
は
馬
匹
遊
牧
場
な
ど
と
い
わ
ず
「
競
馬

場
」
と
呼
ん
だ
。
な
か
な
か
盛
ん
で
、
大
浜
中
の
青

年
団
は
基
金
造
成
の
た
め
売
店
を
開
い
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
若
い
騎
手
と
町
の
娘
の
ロ
マ
ン
ス
で
話
題

を
に
ぎ
わ
し
た
事
も
あ
っ
た
。
正
式
な
競
馬
場
で
な

い
か
ら
馬
券
を
扱
う
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
一
、

二
度
開
い
た
草
競
馬
も
其
筋
か
ら
差
止
め
を
受
け
、

続
け
る
わ
け
に
い
か
な
か
っ
た
。
」

　

大
浜
中
地
区
の
競
馬
場
は
、
昭
和
６(

１
９
３
１)

年
に
起
き
た
満
州
事
変
以
降
、
軍
用
馬
の
候
補
と

な
っ
た
馬
の
訓
練
場
と
し
て
、
戦
後
は
ば
ん
馬
の
競

馬
場
と
し
て
使
わ
れ
た
と
同
書
に
あ
る
の
で
、
大
正

か
ら
戦
前
ま
で
は
、
そ
り
を
ひ

か
せ
な
い
、
一
般
的
な
平
地
競

走
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

昭
和
８
年
刊
の
『
余
市
町
郷

土
誌
』
に
馬
の
飼
育
数
が
見
え

ま
す
。
飼
養
戸
数
は
364
戸
、
頭

数
714
頭
、
内
訳
は
和
種
６
頭
、

雑
種
684
頭
、
洋
種
24
頭
と
あ
り

ま
す
。
ち
な
み
に
同
じ
こ
ろ
の

乳
牛
の
頭
数
は
74
頭
、
搾
乳
す

る
牧
場
の
数
は
農
家
、
搾
乳
業

者
あ
わ
せ
て
19
戸
で
し
た
。

　

美
園
の
競
馬
場
跡
地
に
は
美

園
馬
頭
尊
が
あ
り
ま
す
。
馬
の

健
康
や
死
ん
だ
馬
の
冥
福
を
祈

る
た
め
に
大
正
13
年
に
家
畜
保
存
同
志
会
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
ま
し
た
。
近
く
に
は
獣
魂
碑
（
昭
和
60
年

建
立
）
も
あ
っ
て
、
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
馬
が
い

か
に
大
事
な
存
在
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。
こ

う
し
た
「
馬
頭
尊
」
や
「
馬
頭
観
音
」
と
刻
ま
れ
た

石
碑
は
、
美
園
町
の
他
に
も
沢
町
や
梅
川
町
、
栄

町
、
豊
丘
の
６
つ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
（
『
余
市

町
の
石
碑
』
）
。

　

馬
と
人
と
の
関
わ
り
は
、
町
内
の
地
名
に
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
現
在
の
余
市
駅
の
東
側
の
に
れ
の
木
通

り
は
か
つ
て
馬
車
道
通
り
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た

大
浜
中
地
区
に
あ
っ
た
馬
車
道
通
り
も
、
昭
和
30
年

の
地
番
改
正
ま
で
の
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
地
名
と
し

て
の
「
字
大
浜
中
馬
車
道
通
り
」
と
南
に
隣
接
す
る

「
字
大
浜
中
土
場
（
ど
ば
）
」
と
の
境
界
線
が
南
三

線
で
、
か
つ
て
こ
の
道
路
は
大
浜
中
地
区
か
ら
三
吉

神
社
ま
で
伸
び
て
い
ま
し
た
。

☀☁☀余市町でおこったこんな話☁☂☁

ＨＰ
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 ５月１２日は民生委員・児童委員の日です！
           
　　「広げよう 地域に根ざした 思いやり」 
     ～私たち民生委員・児童委員の“あい言葉”です～
　
　民生委員・児童委員は一定の地域を受け持ち、子ど

もの福祉を専門に担当する主任児童委員とともに、地

域の誰もが幸せで安心した生活をおくれるように応援

します。

　悩みごと、困りごとがありましたら、どうぞお気軽

にご相談ください（個人の秘密は守ります）。

　「青い門標」が民生委員・児童委員宅の目印です。

   写真：警察裏山のばん馬競争（昭和 30 年代）　



平成２４年度余市町寿大学閉講式

～第４１期生２９名に修了証書授与～
　余市町寿大学では、「生涯学習の大切さを認識し、充実した人

生を築くため、自ら進んで学習に励む。」をモットーに平成２４

年度も１５講座の学習に取組んできました。その締めくくりと

して、３月１４日に平成２４年度の閉講式が行われました。　

　平成２４年度から、修了証書が授与される基準が５講座から

１０講座出席に変更となりました。今年度は、学生の４割に修

了証書が授与されました。武藤学長の式辞に続き、ご来賓から

お祝いの言葉を頂き、大学生を代表し、村上紀美さんが「生涯

学び続けます。」と答辞を述べられました。

　その後「お別れ昼食会」が開催され和やかな閉講式となりま

した。４月１１日の開講式に向けて新たな決意を持ち大学生は

家路に向かいました。

生 涯 学 習 だ よ り 　

文化財施設オープン
　水産博物館や町内文化財施設が、４月１０日
（水）にオープンしました。水産博物館は、一部
の展示資料の入れ換えを行いました。
　また、フゴッペ洞窟エントランスホールでは、
昨年の発掘調査の成果として、「登町４遺跡発掘
調査速報展」を４月２０日（土）より６月２日
（日）まで開催しています。発掘された土器、矢
じりやナイフなどの
石器を展示していま
すので、この機会に
是非ご覧下さい。
　なお、今年度のこ
れら４施設の開館は
１２月１５日（日）ま
でとなっております。

寿
大
学
　
今
月
の
学
習

５
月
30
日

（木）　

午
前
9
時
30
分
～

●
奉
仕
活
動
と
歴
史
探
訪
講
座

　

前
半
は
、
公
民
館
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
学
芸
員
に
よ
る
余
市
町
の
歴
史
に
つ
い
て
学
習
を

　

深
め
ま
す
。

女
性
学
級
　
今
月
の
学
習

５
月
20
日

（月）　

午
前
9
時
30
分
～
現
地
集
合

●
実
習
講
座
「
か
ま
ぼ
こ
づ
く
り
に
挑
戦
」　

　

（
地
独
）
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
中
央
水
産
試
験
場
で
、　

　

冷
凍
ス
リ
ミ
を
使
っ
た
「
揚
げ
か
ま
ぼ
こ
」
を
つ
く
り
ま
す
。

　

現
地
集
合
・
現
地
解
散
で
す
。

　

参
加
者
は
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。
送
迎
希
望
者
は
、

　

事
前
に
申
込
み
、
当
日
公
民
館
に
９
時
ま
で
集
合
願
い
ま
す
。

寿
大
学
と
女
性
学
級
の
合
同
学
習
講
座

６
月
６
日

（木）　

午
後
１
時
30
分
～　

●
講
話
「
交
通
安
全
の
取
り
組
み
」

募
集
し
て
い
ま
す

　

公
民
館
サ
ー
ク
ル
活
動
や
、
余
市
町
寿
大
学
・
女
性
学
級
の

学
級
生
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
の

支
援
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ　

中
央
公
民
館
（
☎
23
―
５
０
０
１
）

サ
ー
ク
ル
体
験
の
ご
案
内

　

大
正
琴
サ
ー
ク
ル
琴
友
会
の
講
師
で
あ
る
石
原
供
子
先
生
に

よ
る
、
鍵
盤
を
弓
で
奏
で
る
「
ゆ
み
琴
」
と
ピ
ッ
ク
で
引
く
「
大

正
琴
」
の
体
験
教
室
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。
初
心
者
で
も
簡

単
に
出
来
ま
す
。
お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　
　

５
月
29
日

（水）

◆
場
所　
　

中
央
公
民
館
2
０
１
号
会
議
室

◆
時
間　
　

「
ゆ
み
琴
」　

午
前
10
時
～
12
時

　
　
　
　
　

「
大
正
琴
」　

午
後
１
時
～
３
時

◆
連
絡
先　

☎
０
９
０
―
３
４
６
８
―
１
５
２
５
（
石
原
）　
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余市町女性学級閉講式
　平成２４年度の女性学級生は、３月１８日に
今年度の第１５回目の講座として、閉講式が行
われました。閉講式には、３２名参加し乾主幹
より「今年度は、特に１５講座全部に出席した，
森和恵さんをはじめ１０講座以上の出席者１０
名で例年になく多く、講座の出席率も良かった
と伺っています。新年度も継続して学習に励み
ましょう。」の挨
拶に続き、最後に
参加者全員で「花」
を合唱し、新年度
の登録手続きを行
い、４月１５日の
開講式の再会を誓
い合いました。

問合せ　教育委員会社会教育課
　　　　☎２３―５００１

《皆勤の森和恵さん（右から二人目）》

《答辞を述べる村上紀美さん》

《発掘で見つかった矢じりなど》



 

健
康
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催
の
ご
案
内

　

余
市
町
教
育
委
員
会
で
は
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康

保
持
増
進
を
図
り
、
仲
間
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
涯

学
習
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
に
「
健
康
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。
種
目
・
場
所
・
期
日
な
ど
は
、
５
月

号
広
報
折
込
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
気
軽
に
参
加

く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

中
央
公
民
館
（
☎
23
―
５
０
０
１
）

   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
員
募
集
！

　

国
指
定
史
跡
フ
ゴ
ッ
ペ
洞
窟
・
旧
下
ヨ
イ
チ
運
上
家
・
旧

余
市
福
原
漁
場
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
歴
史
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　

（
水
産
博
物
館
☎
22
―
6
１
８
７
）

 

５
月
の
公
民
館
文
化
教
室
の
お
知
ら
せ

　

申
込
み
さ
れ
た
方
は
、
案
内
ハ
ガ
キ
を
確
認
し
公
民
館
へ

時
間
ま
で
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

　

○
楽
し
い
写
真
（
初
級
編
）
教
室

　
　
　

５
月
11
日
、
18
日
、
25
日

　
　
　

６
月
１
日
、
15
日
、
22
日

　

○
大
人
の
そ
ば
打
ち
教
室

　
　
　

5
月
18
日

　

○
楽
し
い
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
教
室

　
　
　

5
月
14
日
、
21
日
、
28
日

　
　
　

６
月
４
日
、
11
日
、
18
日

　

○
余
市
歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　

５
月
23
日

　
　
　

6
月
6
日
、
20
日

　
　
　
　

  

公
民
館
は
生
涯
学
ぶ
人
の
た
め
に

　

生
涯
学
習
は
、
私
た
ち
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
行
う
学
習
活

動
で
す
。
そ
し
て
、
自
己
の
充
実
を
図
り
心
豊
か
に
く
ら
し

た
い
と
望
ん
で
い
る
私
た
ち
一
人
一
人
の
生
き
て
い
く
姿
そ

の
も
の
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文

化
活
動
、
趣
味
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
培
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

公
民
館
は
生
涯
学
ぶ
人
の
た
め
に
支
援
し
ま
す
。

  

☆
【
春
の
お
た
の
し
み
会
】

◆
日
時　

５
月
12
日

（日）　

午
後
２
時
～

◆
場
所　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室
（
入
場
無
料
）

◆
内
容　

人
形
劇
「
三
枚
の
お
ふ
だ
」

　
　
　
　

の
び
る
の
び
る
シ
ア
タ
ー
「
お
さ
ん
ぽ
り
ん
ご
」
他

◆
出
演　

公
民
館
サ
ー
ク
ル　

本
の
ひ
ろ
ば

☆
【
子
供
の
日
特
別
映
画
会
】
5
月
３
日

（金）

　
　

『
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
の
大
冒
険
』
83
分 

午
前
11
時
～

　
　

『
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
』
101
分 

午
後
２
時
～

☆
【
お
は
な
し
会
】
5
月
11
日

（土）
・
25
日

（土）

　
　
　
　

①
午
前
11
時
～　

②
午
後
2
時
～

☆
【
本
の
ひ
ろ
ば
読
み
聞
か
せ
の
会
】

　
　
　
　

５
月
の
毎
週
水
曜
日 

午
前
10
時
30
分
～

☆
開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

☆
今
月
の
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
31
日

（金）　

図
書
整
理
日

◆
問
合
せ　

図
書
館
（
☎
22
―
６
１
４
１
）

　
　

h
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☀　５月の映画会　☀
　 上映日 作 　　品　　 名
　
　

大
人
向
け
（
午
後
２
時
～
）

２日（木）『少年時代』邦画 117 分

５日（日）『明智小五郎対怪人二十面相』邦画 115 分

９日（木）『噂の二人』洋画 109 分

16 日（木）『クイール』邦画 100 分

19 日（日）『ナチュラル』洋画 137 分

23 日（木）『Ｘファイル セカンドシーズン 1-3』洋画 91 分

30 日（木）『ノルウェイの森』邦画 134 分

子

供

向

け

   ４日（土）

18 日（土）

①『ドラえもん 
　　ぼく桃太郎のなんなのさ』52 分

②『ルパン三世 VS 名探偵コナン』
　　　　　　　　　　　　　103 分

①午前 11 時～　②午後２時～ 2 階視聴覚室

水
産
博
物
館
収
蔵
資
料
シ
リ
ー
ズ

  

「
越
中
富
山
の
薬
箱
」　

　

水
産
博
物
館
の
三
階
に
、
お
客
様
の
多
く
が
足
を
止
め
て

見
入
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
越
中
富
山
の
薬
と
そ
れ
を
入

れ
る
薬
箱
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
そ
れ
ら
を
見
る
お
客
様

の
目
は
み
な
懐
か
し
そ
う
で
、
会
話
も
弾
み
ま
す
。

　

富
山
の
薬
売
り
の
歴
史
は
一
七
世
紀
に
始
ま
り
、
一
八
世

紀
の
頃
に
は
富
山
藩
の
一
大
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

頃
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
が
、
「
用
い
る
こ
と

を
先
に
し
、
利
益
は
後
か
ら
」
と
い
う
基
本
理
念
で
、
薬
を

預
け
て
お
き
必
要
な
時
に
使
っ
て
も
ら
い
、
代
金
は
後
日
支

払
っ
て
も
ら
う
「
置
き
薬
」
の
シ
ス
テ
ム
で
し
た
。

　

展
示
資
料
は
昭
和
五
〇
年
代
の
も
の
で
、
「
薬
都
越
中
富

山
」
と
書
か
れ
た
厚
紙
製
の
薬
箱
の
中
に
は
、
下
痢
止
め
、

貼
り
薬
、
切
傷
用
塗
り
薬
、
痛
み
止
め
、
せ
き
止
め
な
ど
が

見
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
包
み
に
は
イ
ラ
ス
ト
が
描
か

れ
、
和
服
の
女
性
な
ど
、
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
置
き
薬
を
控
え
た
表
に
は
、
今
は
見
な
く
な
っ
た

「
赤
チ
ン
キ
」
の
文
字
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
他
に
は
、
薬
嫌
い
の
子
ど
も
達
も
楽
し
み
に
し

て
い
た
「
紙
風
船
」
が
入
っ
て
お
り
、
先
ほ
ど
の
資
料
に
見

入
っ
て
い
た
お
客
様
は
ま
さ
に
そ
の
当
時
の
こ
ど
も
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

生 涯 学 習 だ よ り

図
書
館
の
す
て
き
な
窓
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ご寄附に感謝
（順不同・敬称略、金額や氏名など寄附者の

希望により掲載をしない場合があります。）

★図書館図書購入費の一部として
・一金１0，０００円

　　    　   梅川町377番地10　佐藤　康子

・一金３００，０００円

（故高橋節子殿追善供養として）

黒川町7丁目61番地9　高橋　哲雄

★余市町公共施設清掃用具として
・ぞうきん７０枚

　　　　　　余市町いきいきふれあい教室

★余市町の未来を担う人づくり寄付金として
　　　　　　　　　　　　　　　辰巳　重正

★乳がん検診啓発のため
・乳がん体験談「おっぱいの詩」50冊

ピンクリボン・ファミリー 代表 辻井　智珠

よ い ち の 人 口
          （平成 25 年 3 月 31 日現在）

※ (　) 内の数字は前月比

　　人　口　20,571 人　  （-122）　

　　男　性　  9,468 人　  （-100）

　　女　性　11,103 人　  （-  22）

　　世帯数　10,204 世帯  （+  12）

※平成 24 年 7 月に住民基本台帳法が改正され、外

　国人も住民基本台帳に登録されることになったため

　7 月末から外国人を含めた数字を公表しています。

　　平成２２年国勢調査人口・世帯数（確定値）

　　人口　21,258 人　世帯数　9,051 世帯

■広報よいち 5 月号（№７４５）
平成 25 年 5 月 1 日発行
■発　行　余市町
〒 046-8546　余市郡余市町朝日町 26 番地
☎（0135)21-2111 ㈹　FAX(0135)21-2144
E メール　kouhou ＠ town.yoichi.hokkaido.jp

ホームページアドレス http://www.town.yoichi.hokkaido.jp/

■編　集　総務部 企画政策課 広報広聴グループ 

町税もクレジットカードで納付できます！
　パソコンや携帯電話からイン

ターネット（ Ｙａｈｏｏ！公金

支払い）を利用して 24 時間納

付できます。納付できる税は、

本町の固定資産税・軽自動車税・

町道民税（普通徴収）・国民健康

保険税（普通徴収）の４税で納

期内でのご利用ができます。是

非ご利用下さい。

　詳細は納税通知書に同封のチラシをご覧下さい。

「滞納整理強化月間です」
　滞納者に対しては、公平な税負担と納税秩序を守る

ため、法律に基づき財産調査を行い、給与・預貯金・

不動産・動産等の差押えを執行します。

　差し押さえた動産等は余市町インターネット公売を

利用し売却して滞納税へ充当します。

※平成 24 年度における差押件数（H25 年 3 月末ま

　で）預貯金等 143 件

　納税でお困りの方は、そのまま放置せず必ずご相談

下さい。

～引き続き消費者金融への過払い請求の相談を行って
います～

【３月の一例です】　　　　　　　　　　　　　　　　

　Ｋ子さんは誰もがテレビコマーシャルで知っている

大手サラ金会社を利用し、平成 19 年 11 月に完済し

ました。自分は過払い請求など無関係と思いながらも

念のため相談に来られました。早速納税グループで調

査すると 158 万円も過払い（払い過ぎ）であること

がわかりました。直ちに過払い請求を行い 6 月には

120 万円が戻ってくることになりました。Ｋ子さん

は「子供の学資に充てます！」と満面の笑みを浮べて

くれました。このように既に完済であっても多額の過

払い金が戻ってくる場合があります。

　過払い請求の時効は完済後10年です。お急ぎ下さい。

◇納税グループは、あなたからの相談をお待ち
しています。
　　臨時徴収所をご利用ください

　　　5 月 2 ７日（月）17：30 ～ 19：00　

　　・役場１階　税務課窓口　

　　・福祉センター本館（富沢町）

　　納税相談も実施しています。

◆問合せ　税務課納税グループ　☎２１－２１１６
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    今月の税
  固定資産税　１期
  軽自動車税　全期
　納期限は
　　５月 27 日

●自動車税は毎年４月１日現在に自動車をお持ちの方

　に納めていただく道税です。

●コンビニでも納税できます。

●５月７日に納税通知書を発付しますので、納期限ま

　でに納税をお願いします。

●納税通知書が届かない方や納税についてお問い合わ

　せがある方は、後志総合振興局小樽道税事務所

　☎（０１３４）２３－９４４１までご連絡ください。

小樽道税事務所からのお知らせ

～今年度の自動車税の納期限は５月 31 日（金）です。


